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新刊
紹介

■ 山田七絵 ■

古
田
元
夫
監
修
・
卯
田
宗
平
編

『
ア
ジ
ア
の
環
境
研
究
入
門
：
東
京
大
学

で
学
ぶ
15
講
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年

　

本
書
は
、
東
京
大

学
日
本
・
ア
ジ
ア
に

関
す
る
教
育
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、

Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
に
よ

る
二
〇
一
一
年
度
、

二
〇
一
二
年
度
の
大

学
院
生
向
け
科
目

「
ア
ジ
ア
の
環
境
研

究
の
最
前
線
」
の
講

義
の
一
部
を
ま
と
め
た
講
義
集
で
あ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
学
内
の
学
生
で
あ
れ
ば
所
属
に

関
わ
ら
ず
自
由
に
履
修
で
き
る
研
究
科
横
断

型
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
実
際
に

こ
の
講
義
も
多
様
な
専
門
分
野
の
学
生
が
受

講
し
て
い
る
。
講
師
陣
は
ア
ジ
ア
の
環
境
分

野
の
研
究
に
携
わ
る
学
内
若
手
研
究
者
で
構

成
さ
れ
、
専
門
分
野
は
人
類
学
、
生
態
学
、

社
会
学
、
工
学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
毒
性

学
、
緑
地
学
、
看
護
学
、
保
健
学
な
ど
非
常

に
幅
広
い
。
環
境
問
題
と
い
う
研
究
対
象
が

い
か
に
多
様
な
側
面
を
持
ち
、
そ
れ
へ
の
取

り
組
み
の
た
め
に
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

本
書
の
刊
行
の
目
的
は
、
冒
頭
の
「
刊
行

に
あ
た
っ
て
」
で
編
者
が
述
べ
る
と
お
り
二

つ
あ
る
。
第
一
に
現
在
進
行
し
て
い
る
環
境

問
題
の
現
実
と
研
究

ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
様

性
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
、
第
二
に
若

手
研
究
者
の
最
新
の

研
究
成
果
を
一
般
に

公
開
し
、
学
際
的
な

取
り
組
み
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
専
門
性
を
十

分
に
維
持
し
な
が
ら
も
、
一
般
の
読
者
に
配

慮
し
て
図
表
や
写
真
が
豊
富
に
用
い
ら
れ
、

記
述
も
平
易
で
読
み
や
す
い
。
各
章
の
最
後

に
は
参
考
文
献
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
知
識

を
深
め
た
い
読
者
の
た
め
の
推
薦
図
書
リ
ス

ト
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
全

体
の
構
成
を
紹
介
し
た
い
。

　

冒
頭
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
環
境
研
究
に
『
絶

対
解
』
は
あ
る
の
か
？
」
で
は
、
生
態
人
類

学
者
で
あ
る
編
者
が
各
章
の
担
当
者
が
行
っ

て
い
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
全
体
像
の
整
理

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
研
究
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
、
環
境
変
化
の
「
影
響
」
を
受
け
る
も
の

（
生
命
、
健
康
、
人
間
関
係
、
自
然
環
境
な

ど
）
と
、
そ
の
「
影
響
」
の
及
ぶ
「
範
囲
」

（
個
人
、
家
族
、
村
か
ら
地
球
ま
で
）
と
い

う
二
つ
の
軸
を
用
い
て
分
類
し
て
い
る
。
さ

ら
に
序
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
研
究
の
最
終
目
標
が
異
な

る
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
例
え

ば
漁
業
資
源
の
保
護
と
い
っ
た
複
数
の
利
害

関
係
者
が
複
雑
に
関
わ
る
環
境
問
題
で
は
、

絶
対
的
な
目
標
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、

緩
や
か
な
合
意
形
成
（
文
中
で
は
「
最
適

解
」
と
表
現
）
を
目
指
す
こ
と
が
目
標
と
な

り
う
る
。
逆
に
、
公
衆
衛
生
や
水
質
改
善
な

ど
の
研
究
分
野
で
は
「
絶
対
解
」
が
存
在
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
対
象
や
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
研
究
の
目
標
や
答
え
が

異
な
る
こ
と
こ
そ
、
環
境
研
究
の
難
し
さ
で

あ
り
、
面
白
さ
で
も
あ
る
。
以
上
の
分
類
を

踏
ま
え
、
本
書
は
研
究
対
象
の
違
い
に
よ
り

四
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
「
社
会
の
中
の
個
人
」
に
は
、
環

境
と
人
間
に
関
す
る
講
義
、
第
一
講
「
ト
ン

ガ
人
は
な
ぜ
太
る
？
―
―
人
類
生
態
学
か
ら

考
え
る
」（
小
西
祥
子
）、
第
二
講
「
病
は
誰

が
決
め
る
の
か
？
―
―
精
神
看
護
学
か
ら
考

え
る
」（
宮
本
有
紀
）、
第
三
講
「
環
境
改
善

で
マ
ラ
リ
ア
は
予
防
で
き
る
か
？
―
―
国
際

保
健
学
か
ら
考
え
る
」（
安
岡
潤
子
）
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
「
自
然
の
振
る
舞
い
」
は
、
自
然

や
生
態
系
を
対
象
と
し
た
講
義
、
第
四
講

「
な
ぜ
里
山
の
生
物
多
様
性
を
守
る
の
か
？

―
―
地
域
生
態
学
か
ら
考
え
る
」（
大
久
保

悟
）、
第
五
講
「
濁
っ
た
海
は
汚
い
の
か
？

―
―
沿
岸
環
境
学
か
ら
考
え
る
」（
鯉
渕
幸

生
）、
第
六
講
「
人
は
森
林
と
ど
う
暮
ら
す

か
？
―
―
環
境
社
会
学
か
ら
考
え
る
」（
田

中
求
）、
第
七
講
「
ス
ギ
は
河
川
の
生
物
に

と
っ
て
『
悪
者
』
か
？
―
―
河
川
生
態
学
か

ら
考
え
る
」（
加
賀
谷
隆
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
」
は
、
自

然
と
人
間
社
会
の
関
係
に
注
目
す
る
。
す
な

わ
ち
、
第
八
講
「
国
際
保
健
事
業
と
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
る
べ
き
か
？
―
―
国
際
政
治
学

か
ら
考
え
る
」（
安
田
佳
代
）、
第
九
講
「
災

害
に
『
強
い
』
社
会
と
は
？
―
―
労
働
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
か
ら
考
え
る
」（
荻
原
久
美
子
）、

第
一
〇
講
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地

域
再
生
に
役
立
つ
か
？
―
―
地
域
社
会
学
か

ら
考
え
る
」（
大
堀
研
）
で
あ
る
。

　

最
後
の
第
Ⅳ
部
「
展
開
さ
れ
る
知
」
は
、

環
境
問
題
に
取
り
組
む
技
術
論
を
紹
介
し
て

い
る
。
第
一
一
講
「
ア
ジ
ア
の
水
は
安
全

か
？
―
―
都
市
環
境
工
学
か
ら
考
え
る
」

（
小
熊
久
美
子
）、
第
一
二
講
「
新
し
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
環
境
を
創
造
で
き
る
か
？

―
―
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

か
ら
考
え
る
」（
鵜
坂
智
則
）、
第
一
三
講

「
都
市
の
大
気
汚
染
は
な
ぜ
解
決
さ
れ
な
い

の
か
？
―
―
都
市
環
境
工
学
か
ら
考
え
る
」

（
星
子
智
美
）、
第
一
四
講
「
ど
う
し
て
水
不

足
が
生
じ
る
の
か
？
―
―
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
学
か
ら
考
え
る
」（
本
多
了
）
で
あ
る
。

　

本
書
の
最
大
の
魅
力
は
、
若
手
研
究
者
が

生
き
生
き
し
た
語
り
口
で
読
者
を
環
境
研
究

の
最
前
線
へ
誘
っ
て
く
れ
る
点
に
あ
る
。
ぜ

ひ
多
く
の
学
生
や
一
般
の
読
者
に
手
に
と
っ

て
欲
し
い
一
冊
で
あ
る
。

（
や
ま
だ　

な
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）


